












































































































































































































































































































昔 か ら今へ の友達
・ー、＼　　　　 K さん
…… 暁 良, むか しか らの友達 。暁 良 が緑 に手 を振 る。
が, 緑 は なぜ か気 づ かぬふ I)を して顔 をそ らす。
(はっ ?私, 何や っ てんの ?)
この気まずい思いはキャンプのあいだ中続き,結局
このままキャンプは終わる。しかし,決して友達が嫌
いになったわけではなく,これまでとはちょっと違う
関係をお互い何となく感じるようになったということ
だ。Kさんによると,これが実際の話だったそうだ。
そこで,彼女は,この話の結末に次のようなウソを付
け加えることにした。
数日後,緑の家のベルが鳴る。そこには,暁良が
皿を持って立っていた。
「この間の忘れ物。届けにきた。」
皿を渡すと,暁良は背を向ける。あと一年……。
「あっ,ちょっと待って。」
のどの奥から声が出た。
「時間あるんなら,トランプして行かない?」
暁良は振り返り,少し笑った。
生活文では,「大人に近づくということは,友達関
係がちょっとぎくしゃくすること」という発見があっ
たが,それをどう解消していくかという答えは兄いだ
されていない。一次創作文(以下,「一次」)では,
「ちょっとぎくしゃくした関係も,お互いに共通する
話題をさりげなく持ち出すことによって解消すること
ができる」という一つの答えを見つけることができた。
学習者は,自分が直面した問題を解決してくれる出
来事が見つかると生き生きとしてストーリーを作るよ
うになる。
②　あらすじに終始する
Kさんのように,ストーリー性があり,描写や巧み
な会話を取り入れた作文は,この段階ではほとんどな
い。多くの学習者は,ストーリーづくりに四苦八苦し
ているようだ。したがって,描写するという発想はほ
とんどなく,小説というより「あらすじ」を書いたも
のといったほうがいい。自分の願いや思いを実現して
くれるウソ(虚構)ができると学習者は生き生きして
くるといったが,多くの学習者はそれができなくて逆
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に苦悩している状態が見えた。
(彰　語り手になるのは難しい
生活文の中の「自分」を消して,自分は文章の「語
り手」という立場に退き,物語の世界に直接顔を出さ
ないようにする,ということはなかなか難しい。自分
は小説の中の主人公に置き換えられたはずなのに,完
全にはそうなっていない。
新しい友達
Wさん
それは,二学期に席がえをしてからのことだった。
志穂は,ドキドキしながらくじを引いた。結果は,
春美という人と一緒の班になった。春美は,まあま
あ仲の良い友達だった。
志穂には,とても仲の良い友任がいた。今回の席
がえはとても運が良く,友任とも近かった。それか
らの昼蛙,毎日が楽しかった。(以下省略)
「志穂」がいつのまにか「私」になっている。これ
は,単に主人公の名称と自称の混乱という問題ではな
く,学習者がまだ語り手になりきっていないというこ
とを示している。
(3)一次創作文から二次創作文へ
①　「語り手になる」という方法で,自己を対象化す
るようになり始める
「他者の日をとおして自己を見つめる」ことはなか
なか容易ではない。それができるということは,少し
ずつ自分を離れてみることができるようになったこと
を示している。学習者は,語り手になることでもう一
人の自分を見つめることができるようになるようだ。
二次になると,そのようなものが少し増えてきた。
言葉の向こうに
Mさん
今年,五年生になる旭は,父を三年前に亡くして
今は母と二人暮らしだ。勉強なんてどうでもい
い……。ただ何となく毎日が過ぎていっていた。
その日もいつものように友達と遊んで帰りが遅く
なった。もうとっくに五時の鐘は鳴った。
「ただいま。」
「旭,いま何時だと思っているの?」
「まだ,六時だけど。」
「何言ってんの。もう,よ。もう,六時。」
(うるさいな。お腹すいたのに。)
と,思いつつ,母の説教を聞いていた。
いつもそうだ。母から説教を受けても,右耳から
左耳に通りぬけて,説教を受けたのもすぐに忘れる。
だからいつも同じことで怒られる。
「だいたい,あんたがこんなにだらしないのは,部
屋が汚いからよ。一つ一つ整理が……。」
説教が始まって約五分。チラっと母の顔を見た。
すさまじい形相だった。その顔を見た瞬間,ふと連
続ドラマでよく使われるような言葉が旭の頭をよ
ぎった。
(私は,母さんのいったい何なん?いらん存在な
ん?)
そんな言葉がよぎった瞬間,涙が出そうになった。
涙をこらえると同時に,変な言葉を発していた。
「母さんがそんなに怒るのは,私がいらんけえじゃ
ろ。じゃあ,出て行く。」
そう言って,家から飛び出た。後から母が追いか
けてくれると旭は思った。しかし,誰も来なかった。
やっぱり私はいらない存在なんだと,旭は思った。
少し孤独な気持ちになった。
五分ほど歩いたら,急に不安がおしよせた。
(どこへ行こう?友達の家?由美の所へ行こうか
な?いや,大迷惑だ。もしかしたら私はここで餓死
するのか?)
バカなことを考え,ポケットに手をつっこんだ。
ポケットには十円玉が三つと,カイロが一つ入って
いた。夜の暗い道を電灯がポッ,ポッと照らし始め
た。その時ふと一本の曲がり角が見えた。旭の心は
晴れ渡った。全力で走って,着いたところは祖母の
家だった。母の母の家だ。
チャイムを鳴らす。
「どなたですか?」
受話器の向こうで,祖母の眠そうな声が聞こえる。
「旭です。」
祖母は驚いたが,私を家へ,暖かい部屋へと入れて
くれた。もう不安もなくなった。暖かい部屋で祖母
の入れてくれたココアを飲みながら,今までのこと
を祖母に話した。母とのケンカ,家出,不安,ここ
を見つけた時の喜び。そこまで言ったら,涙がまた
あふれた。旭は,今まで思っていたことを祖母に尋
ねてみることにした。
「おばあちゃん,母さんって……,父さんが亡くなっ
てから……,性格変わって……,厳しくなったよ
ね?……。」
祖母はなかなか答えなかった。沈黙の間に,祖母
の家の犬が一声なき,祖母は少し笑って犬を抱いた。
「そうじゃね。確かにこの頃おばあちゃんも思うよ。
けど,お母さんも,この頃あの子は変わってきたっ
て,旭ちゃんのこと言っとたよ。」
祖母は,旭のことを「旭ちゃん」と言う。それを
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聞くたびに少し恥ずかしくなる。
「そう……。別に意識はしとらんけど……。」
旭が言った。また,沈黙が流れた。
不意に旭は聞いてみた。
「なんでかね・‥・・・。」
祖母は答えなかった。聞くのはまずかったかな,
と少し思った。また長い沈黙が続いた。旭は,自分
で考えてみることにした。確か母と旭が(自分たち
では意識してないが)変わり始めたのは,父が亡く
なってから。旭は少しピンときた。
(もし,もし,母さんが私と一緒だったら。)旭は
祖母に聞いてみようと思った。しかしその時,母が
やって来た。少しはれた顔だった。
祖母は母に,旭と同じようにココアを入れた。母
はそれを飲み,
「お世話になりました。」
と一言いって,旭を連れて家を出た。
草に乗って数分,赤信号で車が止まった。旭は,
さっき祖母に聞こうとしたことを母に直接聞こうと
思った。
「母さん,父さんがおらんようになって,寂しい?」
「……うん。寂しいよ。けど,旭も同じじゃろ。」
「うん……。」
旭は,少し母の顔を見た。母は,今まで見たこと
のない,今まで見せなかった笑顔を見せた。きっと
怒った時の言葉の向こうに,旭への思いやりがあっ
たのだろうと,旭は思った。
信号が青に変わって車が走り出した。
家出事件をとおして,主人公が母親を理解し受け入
れていく話である。語り手は主人公に寄り添いながら
も,主人公が変わっていく姿を,主人公から少し距経
を置いて,主人公の様子を淡々と描くことによって表
現しようとしている。ポケットの中の十円玉,ココア,
信号機,など事物を使って,主人公の内面を掘り下げ
て描こうとしている。
②　物語をつくることによって,自分が直面した現実
と対時し始める
どんな事件をつくり,それをどう表現するか,とい
うことは,単なる構想や描写などの表面上の問題では
なく,自分が直面した現実にどう対峠しているかとい
う内面の問題でもある。
次にあげるSくんの作文は,一次から二次で最も大
きく変わったものの一つである。
僕は普通の中学生。広島に住んでいて,近所の中
学校に通っている。名前は,冬月コウゾウ。ジジく
さい名前だと思う。それと,多分僕は気が弱い人間
なんだという気がする。
こんな僕にも皆と同じように友達がいる。
鈴原トウジ,かなり性格が悪いようにも思える。
僕と違って気が強いけど,いい奴だ。
あの日,(僕のクラブは卓球部なんだけど)体育
館が閉まっていて使えなくて,早く帰れることに
なった。
………(途中省略)………
そして,十字路まできた信号待ちをしている問,
トウジが,
「それにしてもお前,身体能力が低いんじゃないん
か?ちょっと。」
「ほっとけ。」
と言いながら,内心少し腹が立っていた。だから,
それ以上言うなという感じでトウジの背中を少し強
くたたいた。
トウジが,トウジの右腕が血まみれになっていて
道路に倒れていた。悲鳴を上げながら。
何が起こったのか僕には理解できなかった。トウ
ジの背中をたたいて一一一,それからバイクが来た。
トウジに気付いてブレーキをかけた。でも,トウジ
は撥ねられた。
そこまで思い出して,現実に目を向けた。トウジ
は,バイクから降りてきた人に歩道に移動させられ
た。僕は周りの人々に,「誰か救急車を呼んでくれ!」
と言っていた。僕は何もできないまま立ちすくんで
いた。
そこからはあまり覚えていない。気がつくと,近
くの病院にいて,僕の両親が,怒り狂っている二人
の中年男女に謝っていた。一瞬何が何だか分からな
くて,しばらくして理解した。もう一度僕の両親の
方を見ると,もう一人若い男も謝っていた。多分バ
イクに乗っていた男だ。そのあと,自分が何をした
のか思い出した。恐ろしい感覚に襲われて泣き出し
たくなった。自分の友達をバイクに撥ねさせた。間
接的にとはいえ,撥ねさせてしまったことに変わり
はない。自分が何をすればいいのか分からなくて,
トウジの両親にひたすら謝った。
トウジの腕は,折れていた。傷もあって,何針か
ぬったらしい。学校へ来たトウジはクラスの皆に「そ
の腕どしたん?」と言われていて,僕は話しに行く
ことができなかった。朝会で先生が,トウジの腕の
ことについて説明した。僕はその話を聞きたくなく
て,今すぐトウジに謝りたかった。
放課後にやっとトウジと話せた。何度も何度も
謝った。トウジは,「なったもんは仕方ないから別
にいいよ。何もお前のせいだけじゃないし,こっち
も不注意だったけん。」と言ってくれたけど,それ
から何も話さなくなった。僕は,トウジが本当は許
してくれていないんじゃないかと嫌なことを考えて
いた。
………(途中省略)………
あのことはもう思い出したくなかった。そう思っ
ても先生や家族,トウジの両親に言われてしまうと,
とても嫌な気持ちになった。自分がトウジの腕を
折ったのに,それを忘れようとするな,と言われて
いるような気持ちだった。友達からも言われていた。
でも,もうトウジの腕は治って,誰もその話題を持
ち出す人はいなくなった。
そして,一年生の終わりが近づいてきたとき,ト
ウジが転校するという話が先生からあった。小学生
のときに転校する人はよく見たので,別に驚かな
かった。でも,それがよりにもよってトウジになる
と,僕へのあてつけのように聞こえた。お父さんの
仕事の都合だと先生は言っていたけど,僕の近くに
いるとまたケガをするから危ない,みたいな感じ
だった。
僕はトウジに許してもらえていないのに,いきな
り転校するというのは嫌だった。せめてもう一回だ
け謝りたい,そう思った。
トウジが転校するのは春休みの間だったので,他
に人がいない状態で話せると思って,トウジの家に
行った。
トウジは荷造りをしている最中だった。しばらく
気まずい時間が流れて,それから僕は前謝ったより
も強く,「すいませんでした。」と言った。
トウジは,「もういいけえ。」と言ってくれた。今
度は心の底から許されたような気分だった。
一次では,おとなしい性格の主人公が,友達から嫌
がらせを受ける話だった。何度もからかわれ,怒ると
相手が喜ぶ。仕方がないので無視をすると,少しずつ
嫌がらせが減ってきた。主人公はこうして友達とのか
かわりを学んでいった,という話だった。ところが,
二次では,「気が弱い人間」という似たような設定な
がら,話はまったく変更されている。
実は,Sくんは,二次作文を書く前,話を全面的に
改めたいこと,主人公を人名ではなく自称「僕」で表
したいことを相談してきた。蛙がらせに耐える主人公
を描くよりも,受け入れられなくても自らかかわって
いこうとする人物を描くことのほうが,今の自分が直
面している問題を解決するのに適していると判断した
ようだ。できあがった作品を見ると,弱い自分からの
脱皮というテーマが,彼なりに強く表れている。彼は,
「被害者としての自分」ではなく「加害者としての自
分」を描き,謝るという行為をとおして強くなってい
く自分を描きたかったのだろう。
虚構をつくるというと,現実から逃避するようにも
思われるが,Sくんの作品からは,逆に虚構によって
現実世界に積極的に対面していこうとする姿勢を読み
とることができるのではなかろうか。
③　現実に体験したことの意味を,新たな視点からと
らえなおそうとする
二次になると,絶対数は少ないが,ハッピーエンド
で終わらない作品が増えてくる。たとえば,対立した
ケンカ相手の気持ちは理解できたけど,「もう昔のよ
うな関係には戻れないだろう」というものである。
あの時のうわさ話で……
Wさん
志穂が一番信じていた友任に裏切られたのは,
けっこう前だった。そのころは,さみしい気持ちだっ
たけど,今はちがう。もう新しい友達がいる。志穂
はもう忘れかけていた。
ある日,友任が突然志穂の所へ戻ってきた。
戻ってくるという言い方はおかしいけど,とにか
くとてもうれしかった。
………(途中省略)………
ある時,ろうかで話していた人の声が志穂の耳に
入った。
「友佳って,明子が教えてくれた秘密をばらしたん
だって。それで明子とけんかになったらしいよ」
明子というのは,友任が志穂を裏切って作った友
達だ。
志穂は,涙があふれるぐらい出そうになった。
(友任は,明子とけんかして話す人がいないから,
私の所に来たんだ。)
志穂は自分が余り物というふうにしか思えなかっ
た。
(どうして,裏切った友任を今までゆるしていたん
だろう)
くやしさがこみ上げてきた。
志穂は,もう友任を受け入れることをやめた。
自分を裏切った友任より,今まで途中から入って
きた私を親切に受け入れてくれた春任と夏美の方が
いいと思ったからだ。
志穂は,その日は,変な気分だった。
次の朝,志穂は,くつ箱の所でくつをはきかえて
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いると,
「おはよう」
と,友任が走ってこっちに向かってくるのが見えた。
志穂は聞こえない振りをして,教室に向かって歩
いた。友任の足音がこきざみになって速くなるのが
志穂に聞こえた。
「まってよ-」
と,また友任の声が聞こえた。友任はすぐそこだ。
志穂は走った。教室に入ると,すぐにベランダにと
び出た。友任の足音はもう聞こえない。
志穂は,はっと我に返った。下駄箱から教室まで
はすぐなのに,すごく時間がたった気がする。
(もう,友任とは話さない。話しづらい……。もう
これでいいんだ。)
遠くの並木を見ながら,志穂はそう思った。
Wさんの作品は,一次では「友情の復活」(友任と
仲直りする話)であったものが,二次では「友との決
別」に大きく変わっている。さらに不思議なことは,
実生活での友達関係を見ると,一次に近く,今もその
時の友達(小説の中の「友佳」に相当)と仲良くやっ
ている。現実にはうまくいっている友達関係を,小説
の中であえて逆転させたのはなぜだろうか。それは,
そうしたいという願望があったからというよりも,現
実を新たな視点から見る姿勢が生まれたからではない
だろうか。つまり,仲直りしたことは良かったが,今
の友達関係はこのまま永久に続くものではない。.友達
といえども,自分の思いをはっきり出し合うことが大
切であり,それがお互いを変えていくことにつながる
のだ。友達関係は一定ではなく,互いに複雑に絡み合っ
ていていつも変化するものである。こんなことを彼女
は考えるようになったのではないだろうか。
④　小説を書く技能の転移は杜しい
「本単元で学ぶ基礎・基本」の中の言語技能(表現
方略)の側面の習得が十分に達成していない。特に,
「話の転換点」「象徴」「対比」「描写」が十分でない
ものが多いが,なかでも「象徴」を効果的に取り入れ
た作品はほとんどなかった。たとえば,先の「言葉の
向こうに」(Mさん)の作品も,ココアという効果的
な小道具を持ち出しながら,これを主人公が変容する
ことを象徴するものとして利用できていない。もっと
も,こんな方略的な思考を強めていると,作品が作り
物になってしまう危険もあるが。
一方,読みの授業の中では,「象徴」という知識を
身につけると,作品のあちこちから象徴的なものをす
ぐ見つけてくるようになる。(「乳歯が抜けるというの
は幼児から少年への成長を象徴している」ということ
を,学習者はすぐ指摘する。)
当然のことではあるが,小説を読むことはできるが,
それを書くことへ転移することはきわめて籍しく,読
むことから書くことへ,技能は簡単には転移しない。
このように考えると,先に設定した「単元の基琶・基
本」は,読むこととしてのものと,書くこととしての
ものとを区別して示す必要があったといえる。
5.まとめと今後の課題
本実践から明らかになったことを整理すると次のよ
うになる。
(》　「小説(創作文)」を書くことによって,
ア.自己の経験を対象化する「語り手」になること
ができる。
ィ.自分の直面した現実と対時することができるよ
うになる。
ウ.体験を新たな視点からとらえることができるよ
うになる。
(参　読む技能から書く技能の転移は雉しい。「書くた
めに読む」という指導方法を開発したり,理解と表
現を橋渡しする学習を工夫したりする必要がある。
(動　小説を書く学習をさらに深めるためには,主人公
(作中人物)との距離の取り方を意識させることが
重要である。本実践では,小説の中のそれぞれの場
面で,主人公が登場しない場面がある作品はなかっ
た。主人公を中心に物語が展開するのは当然として
も,どの場面にも必ず主人公が登場するのは,学習
者がまだ主人公に身を寄せすぎていることを示唆し
ている。他者の日をとおして出来事を見ることがで
きるようになるには,主人公との距離の取り方につ
いて考えていく必要がある。
国語科における基礎・基本の指導と総合単元づくり
とのかかわりについて,今回の単元の実践とその考察
のなかで重要なのは,生活経験をもとにした「創作文」
を書かせることによって,自己の体験を「ことば」に
よって意味づけたり,「ことば」にすることで自己の
体験及び自己の対象化を試みたりすることが,学習者
に可能になったのではないかということである。ドリ
ルによる「技能」の習得をめざすだけではこのことは
果たされないし,焦点の明確でない単元は学習者に
とって学ぶ意味を見出すことの困難なものとなる。「こ
とば」で体験を見つめ直し,捉え直すという営みをど
のように国語学習のプログラムのなかに位置づけてい
けばよいのか。これが,このプロジェクトを通じて浮
かび上がってきた非常に重要な問題であると言うこと
ができる。
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